










































































Henri Labrouste’s youth and his masters of architecture :






















Fernand-Widal, 1853-85）、廃疾者のホスピス（Hospice des 
incurables, 1864-1869）を設計した。その他には、アルスナル図





















に加え、レオン・ヴォー ドワイエ（Léon Vaudoyer, 1803-1872）が
同時期に学び11、19世紀のロマン主義の中核を成す建築家達
を輩出したことでも注目される。レオン・ヴォー ドワイエは国立工芸















フレッド・ドレフュス（Alfred Dreyfus, 1859-1935 、陸軍中佐、ド
レフュス事件の当事者）、ジャン・ジョレス（Jean Jaurès, 1859-
1914、社会主義者）、シャルル・ペギ （ーCharles Péguy, 1873-
1914、思想家）、クロー ド・ルル シーュ（Claude Lelouch, 1937-、映






















français）13の副院長に就任したヴィクトー ル・ド・ランノー （Victor 
de Lanneau, 1758-1830）14の尽力によりその接収から逃れた。
1798年に彼は個人として同コレ ジーュの建物を借り受け、翌年に
それを新たに「科学と芸術のコレ ジーュ（Collège des Sciences 





















































図1  コレ ジーュ・サント＝バルブ、1891年頃
図2  ラブル スート、中央建築家協会会員メダル
　　  左：表面「様々な建造物を戴いた女神とコンパス」


















































（Accidents de calèche, 1814）」、「居酒屋の情景（Scène de 
taverne, 1816）」、「ウェリントン大公閣下（S. Ex. Monseigneur 
le prince de Wellington）」、「 軽やかな足 取りのアキレス





















































していた。同時にこのサロンはフリー メー ソンのロ ジーュの役割も
果たしていた。ヴォー ドワイエはフリー メー ソンであることが知られ、
1782年にそのロ ジーュの一つであるラルモニ （ーL’Harmonie）
会に入会している27。彼は1783年に「君主の城館の庭園内に設
けられる動物園（Une ménagerie renfermée dans le parc du 

























受難会修道士の修道院（Ermitage pour les passionistes de 
Monte Cavo）」（計画案）を作成しアカデミー に送付した。こうし







































「大地の神殿（Temple de la terre, 1790）」や「平等への神殿






3. アントワー ヌ・ヴォー ドワイエとボザ ルー創設との関わり





































































図6  新サント＝ジュヌヴィエ ヴー聖堂の後陣の南東、サント＝ジュヌヴィエー
ヴ修道院庭園からの眺め、1790年の版画。撤去される以前のゴシッ
クの鐘楼、頂塔、開口部が描かれている

























































会（Conseil des bâtiments civils）の評議員（1795-）、パリ科



































修道院（Couvent des Capucines、現リセ・コンドルセ Lycée 
Condorcet, 1780-1782）や、ピラミッドの採用を試みたペール＝ラ

















































2. ノー トル＝ダム＝ド＝ロレット教会とロー マの研究成果
　ルバの代表作としてはノー トル＝ダム＝ド＝ロレット教会（Notre-
Dame-de-Lorette, 1823-1836）とラ・プティト＝ロケット監 獄







































































































Henri de Rouvroy, comte de Saint-Simon, 1760-1825）、シャ
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